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＜巻頭言＞ 

「医師不足」 

（財）医療科学研究所評議員 自治医科大学公衆衛生学教室教授 中村好一 

 

＜医療安全管理の現状と展望 特集論文＞ 

「特集にあたって」pp.1-3 

（財）医療科学研究所客員研究員 国際医療福祉大学薬学部教授 池田俊也 

「医療機関における医療安全への取組状況：「患者安全推進年」から１年後の状況」

pp.5-16 

（財）医療科学研究所 国際医療福祉大学薬学部 池田俊也 

国際医療福祉大学小田原保健医療学部 小林美亜 

「わが国における報告制度の変遷と外部報告制度の今後の課題」pp.17-32 

財団法人日本医療機能評価機構医療事故防止事業部 木村眞子 

「医療安全管理の現状と展望：京都大学医学部附属病院における医療安全管理の現状」 

pp.33-53 

ハーバード大学公衆衛生大学院客員研究員（平成 16 年度安倍フェロー） 

京都大学医学部附属病院安全管理室 廣瀬昌博 

「医療安全管理を巡る諸問題について：インシデント・アクシデントレポートを中心に」

pp.55-71 

三重大学大学院医学系研究科環境社会医学講座医療管理学 

三重大学医学部附属病院安全管理室 兼児敏浩 

「手術・麻酔の安全管理」pp.73-83 

滋賀医科大学医学部附属病院医療安全管理部 坂口美佐 

「インシデント・アクシデントにより発生する医療費推計の試み」pp.85-96 

国際医療福祉大学小田原保健医療学部 小林美亜 

（財）医療科学研究所 国際医療福祉大学薬学部 池田俊也 

国際医療福祉大学附属三田病院 国際医療福祉大学大学院 武藤正樹 

「産科における有害事象に関する研究」pp.97-109 

横浜国立大学大学院国際社会科学研究科博士課程後期 渡邉弥生 

国際医療福祉大学小田原保健医療学部 小林美亜 

（財）医療科学研究所 国際医療福祉大学薬学部 池田俊也 

（財）医療科学研究所 慶應義塾大学医学部 池上直己 
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「フランスにおける有害事象・当事者エラー・組織エラーの全国調査：病棟スタッフと

の共同による前向き調査」pp.111-125 

フランス医療監督庁 Philippe Michel 

フランス アキテーヌ県臨床評価・質調整機構 Jean Luc Quenon 

（訳）（財）医療科学研究所 国際医療福祉大学薬学部 池田俊也 

「医療におけるエラープルーフ化」pp.127-137 

中央大学理工学部経営システム工学科 中條武志 

ノースカロライナ州立大学繊維学部 Timothy G. Clapp 

ノースカロライナ州立大学繊維学部 A. Blanton Godfrey 

 

＜研究ノート＞ 

“Avoiding Pandemic Influenza：Improvements and Concerns in China’s Public Health 

System” pp.139-145 

The Japan-China Joint Team for Medical Research and Cooperation 


